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Aerial Phenomena in “Chronology of the Edo Period” 
from the Perspective of Ufology
Toward the Internationalization of Yōkai Studies
In my 2015 paper, I recommended that Yōkai Studies could benefit from in-
ternational research into paranormal phenomena. This paper is a companion to that 
one. “Chronology of the Edo Period” is a chronology of events in Edo from 1590 
to 1873. Many mysterious aerial phenomena were recorded in this chronology. This 
paper attempts to internationalize Yōkai Studies. It examines the aerial phenomena 
mentioned in “Chronology of the Edo Period” from the viewpoint of Ufology. The 
descriptions in the chronology are fragmentary, but, by applying Ufology, it is pos-
sible to compare cases. Now more than ever, Yōkai Studies should make use of 
Ufology, not keep its distance from it. For example, a picture of many UFOs flying 
over a nuclear power plant in Fukushima at the time of the 2011 Tōhoku earthquake 
and tsunami was covered by overseas media. Judging this information from the 
viewpoint of Ufology, it is possible to understand such a phenomenon. 







ジャック・ヴァレーが UFO 現象と妖精伝承の類似点を指摘したことは比較的有名だが［Vallee 
2014（1969）］、他にもデビッド・M・ジェイコブスのアメリカ UFO 論争史に関する歴史学的研
究［ジェイコブス 2006］やカーティス・ピーブルズの懐疑的な立場から描かれた UFO 神話（1）
を巡る年代記が挙げられる［ピーブルズ 2002］。またトマス・E・ブラードの研究は神話学及び





UFO 学では UFO 現象と心霊現象の関連が指摘されているが［ハイネック・ヴァレー 1981: 
106-107］、心霊研究（Psychical Research）からも同様の指摘がある［グラッタン = ギネス 1995: 
346-351］。ジョン・A・キールは UFO の目撃と共に「モスマン（蛾男）」という怪物が目撃され
た事例を報告しているが［キール 1984］、隠棲動物学（Cryptozoology）では「ビッグフッド」と
UFO の目撃が関連づけられる事例がある［ピクネット 1994: 352; 羽仁 2001: 189］。ケネス・リ
ングはアブダクション（UFO 搭乗者による誘拐）と臨死体験を比較し、両者の特徴が類似して
いることを明らかにした［リング 1997］。さらにデヴィッド・J・ハフォードは「金縛り鬼（Old 




















松 2013: 579-580］。つまり、妖怪研究は UFO 学よりも早く UFO 現象を研究してきたし、現在も
研究の対象にはなっている。本来ならば、妖怪研究は UFO 学を包含しているのだ。しかし実情
はといえば、UFO 学の蓄積が十分に反映されているとはいえないように思われる。



















編は、前編が天正 18 年（1590）8 月 1 日から寛保 3 年（1743）、後編は延享元年（1744）から嘉
永元年（1848）までの記録であり、それぞれ嘉永 2 年と同 3 年に刊行された。月岑はその後も
時世の変遷を記録し続け、嘉永 2 年から明治 6 年（1873）までを記した続編を完成、「附録」と










一般的には UFO というと、異星人や宇宙船というイメージが強いが、そもそも UFO とは未確
認飛行物体（unidentified flying object）の略であり、地球外起源であるというのはあくまで幾つ
もある仮説の 1 つに過ぎない。その上、皆神龍太郎によれば、目撃者から UFO として報告され




















遇 ）の 2 つに分類する（3）。さらに
（1）は夜間発光体、日中円盤体、レーダー = 眼視の 3 つのカテゴリーに、（2）は第 1 種接近遭
遇（単純な接近遭遇）、第 2 種接近遭遇（生物、無生物双方に物理的影響を与える）、第 3 種接近
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遭遇（UFO の内部、あるいはそばに「搭乗者」の存在が報告される）の 3 つのカテゴリーにわけ、
合計 6 つの分類を提示している［ハイネック 1978: 46-51］。この時、コンタクティー（4）の事例
は第 3 種接近遭遇には含めない［ハイネック 1978: 50］。現在の UFO 学では、この分類に第 4 種
接近遭遇としてアブダクションが加えられる［ピクネット 1994: 384］。




現代の UFO 神話において重要なのは、ケネス・アーノルド事件である。1947 年 6 月 24 日アメ
リカの実業家アーノルドは、自家用機で飛行中に 9 個の謎の飛行物体を目撃した。この事件の報
道によって「空飛ぶ円盤」という言葉が生まれ、世界中に広まった［ジェイコブス 2006: 45-46］。
しかし、それ以前にも不思議な飛行物体の目撃事例は存在する。1896 年から 1897 年にアメリカ
の広い範囲で謎の飛行船が目撃されたり［ジェイコブス 2006: 13-41］、第二次世界大戦中には米軍
パイロットが日本やドイツ上空で謎の発光体（「フーファイター」と名付けられた）に追尾された
り、1946 年から 1948 年には西ヨーロッパ及びスカンジナビア半島で「ゴースト・ロケット」と
呼称される葉巻型の謎の飛行物体が目撃されたりしたのだ［ジェイコブス 2006: 44-45］。
そもそも UFO 報告の事例は、古代から前近代までの間にも幾つも記録されている（5）。ジャッ
ク・ヴァレーとクリス・オーベックは紀元前から 1879 年までの間の 500 件の不可思議な空中現













光物①　寛永 7 年（1630）12 月 23 日「大地震。戌刻、光物飛行し、其音すさまじかりし」［今
井 2003a: 91］。




光物③　正徳 4 年（1714）11 月 11 日「夜、光物、辰巳より戌亥へ飛。其音、雷の如く震動す」
［今井 2003a: 265］。
光物④　享保元年（1716）11 月 29 日「夜、光物飛ぶ」［今井 2003a: 269］。
光物⑤　享保 12 年（1727）3 月朔日「夜五半時、光物、東より西へ飛。雷の如く鳴る」［今井 
2003a: 289］。
光物⑥　享保 13 年（1728）正月 16 日「夜、光り物飛ぶ」［今井 2003a: 292］。
光物⑦　元文 3 年（1738）2 月朔日「夜五時頃、光物飛ぶ」［今井 2003a: 316］。
光物⑧　寛延 2 年（1749）8 月「光物飛ぶ」［今井 2003a: 343］（7）。
光物⑨　明和 8 年（1771）5 月 17 日「光物飛ぶ」［今井 2003b: 41］。
光物⑩　天明 8 年（1788）4 月 11 日「夜戌刻、光物飛ぶ。昼の如し」［今井 2003b: 110］。
光物⑪　寛政 4 年（1792）6 月 18 日「亥刻、光物、西南より東北へ飛。大さ、笠のごとし」［今
井 2003b: 130］。
光物⑫　文化 4 年（1807）2 月 14 日「明六半時、東より西へ光物飛ぶ」［今井 2003b: 185］。
光物⑬　文化 4 年（1807）9 月 3 日「酉の刻、北東より南へ光り物飛ぶ。大サ毬の如く青みあり」
［今井 2003b: 190］。
光物⑭　文化 9 年（1812）11 月 9 日「明六半時、東より西方へ、大二尺余りの光物飛ぶ（武
州生麦村の辺へ落。其響、雷の如く、大なる野衾の如き獣にして、肉翼ありしといへ
り）」［今井 2003b: 210］。
光物⑮　文化 14 年（1817）11 月 22 日「晴天、未刻頃、江戸市中雷鳴の如き響して、光り物
空中を飛ぶ（武州八王子横山宿の畑中へ落たり。長三尺・幅七尺・厚六寸程。燻りた
る石也）」［今井 2003b: 226-227］。
光物⑯　文政 3 年（1820）9 月 28 日「夜、光物飛ぶ」［今井 2003b: 248］。
光物⑰　嘉永 5 年（1852）正月 8 日「暁丑刻過、光り物、乾より巽へ飛ぶ」［今井 2004: 35］。









































































天火①　安永元年（1772）2 月 28 日「天火、坤より艮へ飛ぶ」［今井 2003b: 46］。
天火②　安永元年（1772）3 月 19 日「暮方、天火、西より東北へ飛ぶ」［今井 2003b: 48］。












UFO 学では空中に出現した不可思議な生物の事例が集められており［Vallee & Aubeck 2010: 
62, 180-182, 225-226］、飛行する「怪獣」もこうした事例に属するものと考えられる。
（3）毛降





1974: 12, 48, 81-83, 95, 183-184, 190, 244, 302-303, 525, 534, 544-546, 594］。
一方で UFO 学ではエンジェル・ヘア（エンジェルズ・ヘア）という現象が報告されている。
これは「UFO が飛行した後などに空中から降って来る、細い糸状の物質」で、実際には「大部




毛降①　寛永 7 年（1630）6 月 23 日「大地震。毛降」［今井 2003a: 91］。
毛降②　慶安 3 年（1650）6 月 4 日「諸国毛降（長四、五寸）」［今井 2003a: 133］。
毛降③　寛政 5 年（1793）7 月 16 日「白き毛降る」［今井 2003b: 133］（関根只誠補訂）。
毛降④　天保 7 年（1836）6 月 19 日「夜、獣の毛、所々へ降る」［今井 2003b: 307］。
おわりに
これまで見てきたように、『武江年表』には「光物」「天火」「怪獣」「毛降」という不可解な空












電所が被災したときには、大津波の上空に多数の UFO が飛び交っているシーンが、CNN をはじ
め世界中のメディアによって報道」された［佐藤 2014: 245］。ここで重要なのは、その UFO の
正体が何なのかではなく、何故このタイミングで UFO が飛び交う映像が報道されたのかという
背景である。既に見てきたように UFO 現象と地震は関連するといわれるが、さらに UFO は原子
力発電所や核施設の周辺で目撃事例が多く［ヘイスティングス 2011; 佐藤 2014: 200-245］、東北
地方そのものも UFO の目撃事例が多い場所である［佐藤 2014: 74-103］。地震、原子力発電所、
東北という 3 つの要素は、それぞれ UFO 現象と密接に関わっているからこそ、あのタイミング
で UFO の映像が流れたと考えられる（さらに陰謀論という要素も関係しているだろう）。映像の








ていった信念体系」であり［ピーブルズ 2002: 3］、UFO 学ではしばしば使用される言葉である。
（2） ハイネックは長年 UFO 問題調査のアメリカ空軍科学顧問を務めた。アメリカ空軍は公式に UFO
問題を調査するため 1947 年 9 月に「プロジェクト・サイン」を創設、これは 1949 年に「プロ
ジェクト・グラッジ」と改称される。1951 年からは「プロジェクト・ブルーブック」と改称し、
1969 年末に終結する［ハイネック 1978: 16-18］。
（3） 接近遭遇とは、一般的に 500 フィート以内に目撃者に接近した目撃報告である［ハイネック 
1978: 120］。







（6） ここには 32 の事例のほか、滝沢馬琴『兎園小説』に記載されている「うつろ舟」も紹介されて
いる［Vallee & Aubeck 2010: 442-444］。「うつろ舟」が UFO 学で注目されるのは、その形状が現
代の空飛ぶ円盤に似ているためである。なお、「うつろ舟」に関しては、加門正一の優れた研究
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